
ミ
タ
l

ミ
チ

と
同
じ
く
能
楽
部
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
文
の

頃
か
ら
山
内
庄
の
名
が
初
っ
て
、
治
に
味
包
郷
の
名

が
泊
滋
す
る
に
芸
っ
た
。

zチ
ゴ
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ
味
知
郷
紳
枇

石
川
郡
-J

刷

留
に
在
っ
て
、
も
と
縞
留
白
山
駐
と
い
ひ
、
明
治
四

十
年
附
近
利
明
祉
・春
日
枇
・白
山
祉
を
合
併
し
て
、

味
知
郷
制
枇
に
改
め
た
。
祉
記
に
、
前
提
合
併
せ
ら

れ
た
耐
明
駐
が
、
味
知
森
と
総
す
る
森
林
に
在
っ
た

と
い
ふ
の
だ
が
、
間
よ
り
何
等
の
穏
恕
な
〈
、
式
内

味
知
榊
枇
と
は
起
も
関
係
が
な
い。

ミ
チ
ジ
ン
ジ
ヤ
喋
智
神
社
石
川
郡
の
式
内
訓

祉
の

一
つ
で
あ
る
が
、
式
内
一
等
窃
社
記
に
も
、『
味
智

訓
祉
。

山
内
郷
内
一
銀
座
。
祭
神
武
笠
槌
跡
。
』
と
記
さ

れ
、
三
州
式
枇
杷
に
は
『
防
ν

祭
一
座
。
彦
屋
主
回
心

命
。
』
と
す
る
が
、
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
下
吉

野
か
ら
西
岡
方
約
一
六

O
米
の
地
に
ミ
チ
ゴ
又
は
ホ

y
ド
と
呼
ぶ
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
叫
抑
制
也
前
枇
の
治

組
で
あ
る
と
の
係
設
は
あ
る
。
大
日
本
史
跡
祇
志
に

之
を
石
川
部
下
安
江
村
に
在
る
と
す
る
も
の
は
、
今

の
安
江
佐
育
訓
祉
の
こ
と
ふ
思
は
れ
る
が
、
v
H
肖
し

雌
い
。
ス
白
山
長
夜
虚
聞
の
鉱
山
砲
に
、
側
来
か
ら
三

塁
依
拠
に
在
る
三
。屋
野
は
味
相官
山
却
の
枇
っ
た
も
の

で
、
隊
智
榊
枇
の
田
山
在
で
あ
ら
う
と
す
る
が
、
そ
れ

は
能

mtmだ
か
ら
お
ら
な
い
。

ミ
チ
ノ
キ
ξ

遊
君
道
君
は
そ
の
先
孝
一
苅
天
皇

の
子
大
彦
命
の
田
町
彦
産
主
回
心
命
か
ら
似
た
。
放
に

江
沼
阻
と
訟
組
を
同
じ
〈
す
る
も
の
で
あ
る
。
彦
主

主
関
心
命
か
ら
敏
耐
を
経
て
議
郡
乃
奈
尖
留
命
が
あ

り
、
そ
れ
か
ら
遊
君
が
分
か
れ
て
ゐ
る
。
族
人
越
後

に
も
佐
渡
に
も
ゐ
た
が
、
延
寓
式
前
名
帳
に
石
川
郡

味
相
官
制
祉
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
加
到
に
佐
し
た
者
は

こ
L
を
本
間
と
し
た
の
だ
ら
う
。
か
の
天
平
三
年
の

館
前
凶
正
投
帳
に
加
賀
都
大
街
道
君
某
・
主
政
道
君

。
湯
川
づ
。
共
の
水
稲
冷
。
下
賀
茂
祉
東
御
手
洗
、

到
巾
に
て
湧
出
で
、
共
の
統
御
手
洗
川
と
成
る
と
頗

る
相
似
た
り
。

可
制
奇

om巾
釘
一
の
消
口説
也
。
』
と

あ
る
。

谷
の
三
部
訴
を
指
し
て
三
谷
と
い
う
て
居
る
。

ミ
タ
エ
ガ
ハ
三
谷
川

江
泊
部
の
商
方
、
刈
安

山
附
近
の
三
流
を
併
せ
た
も
の
で
、
直
下
・日
谷
・百

?
官
症
を
経
、
大
型
寺
に
一
主
っ
て
大
混
寺
川
に
合

す
る
。
統
忠
八
粁
。
日
，
谷
川
又
は
一
日
生
川
と
も
い

ふ。

z
h
F
ラ
シ
ガ
ハ
御
手
洗
川

石
川
郡
相
川
に
在

る
。
綜
部
考
古
都
記
に
、
水
鹿
吉
三
歩
、
そ
の
上
流

百
依
歩
八
備
前
下
よ
り
、
訟
を
挺
す
る
放
に
名
づ
〈
と

あ
り
、
加
賀
古
跡
考
に
は
、
相
川
加
茂
枇
の
訟
か
ら

湧
出
る
治
水
の
流
を
御
手
洗
川
と
い
ふ
と
泡
L
て
尉

る
。
こ
の
御
手
洗
川
の
水
中
に
撃
を
生
ず
る
。
半
き

こ
と
底
半
の
如
〈
、
痢
病
・滋
乱
な
ど
に
服
し
て
功
が

あ
る
と
い
は
れ
た
。

ミ
テ
イ
マ
フ
ル

準
今
古

光
孝
天
皇
の
仁
和
元

年
十
二
且

H
一
日
、
加
釘
凶
加
到
州
州
大
川
町
郷
の
節
紛

泊
今
古
を
氏
せ
ら
れ
た
。
今
古
は
年
十
三
で
加
賀
秘

様
大
前
日
名
に
嫁
し
た
が
、
日
伝
の
卒
す
る
や
、
今

古
そ
の
的
側
に
臨
し
、
年
を
終
れ
ど
も
去
ら
ず
、
突

訟
の
控
日
夜
断
え
な
か
っ
た
。
切
っ
て
勅
し
て
悦
二

慨
を
授
け
、
戸
内
の
田
租
を
施
じ
て
そ
の
門
闘
に
表

せ
ら
れ
た
。
今
石
川
部
二
回
抑
制
に
あ
る
古
加
を
、
里

人
今
古
の
糸
川
と
す
る
の
は
限
で
あ
る
。

ミ
チ
ゴ
ウ

除
智
郷
.
石
川
端
の
古
郷
名
。
和
名

抄
に
山
町
知
と
訓
む
0

・臼
山
把
に
『
味
招
郷
有
二
名

山
一
蹴
ZEM
山
一』
と
載
せ
、
=
一
宮
古
抱
の
四
円
刷
出
・正
和

の
僚
に
も
見
え
、
天
正
十
一
日
ヰ
四
且
羽
柴
努
苦
の
制

札
に
は

『
み
ち
の
郷
七
村
』
と
あ
っ
て
、
そ
の
頃
ま

で
は
符
在
し
た
と
思
は
れ
、
そ
の
七
村
は
吉
野
・佐

'M
・細川出
・市
限
・
木
前
・巾
宮
・
路
一
郎
で
あ
ら
う

o
u

m
m川
は
そ
れ
を
矧
披
・市
以
・
木

m・削
戸
・
荒
谷
・

中
宮
・抱
一
郎
と
政
へ
、
森
凶
平
次
は
改
作
方
の
留
記

に
闘
っ
て
菅
野
佐
良
・翻
波
・市
限
・木
山町
・湖
戸
・中

宮
と
鍛
へ
て
居
る
が
、共
に
不
可
で
あ
ら
う
。
瀬
戸
・

荒
谷
ニ
臼
は

H
附
谷
川
以
商
に
在
っ
て
、
日
時
も
今

ミ
タ
ム
ラ
サ
ダ
ナ
ガ
三
田
村
定
長

沼

郡
主
水
。

初
名
山
崎
紋
左
衛
門
。
そ
の
女
は
滞
侠
前
凶
育
徳
の

生
母
で
あ
っ
た
お
、
子
段
物
定
紋
は
夙
に
召
出
さ
れ

て
ゐ
た
が
、
定
長
も
亦
元
政
十
六
年
別
に
傑
百
人
扶

持
を
受
け
た
。
卒
保
二
年
九
且
什
七
日
夜
。

ミ
タ
ム
ラ
サ
ダ
ノ
リ
三
田
村
定
敬

一
訟
は
孝

言
。
泊
熔
円
四
六
郎
・主
計
・監
物
。
定
長
の
子
。
妨
は

断
出
古
田
一
徳
の
生
低
預
玄
院
。
初
め
前
川
綱
紀
に
仕
へ

て
勝
三
千
石
を
領
L
、
元
政
十
五
年
に
加
保
し
て
人

持
組
に
列
L
、
平
保
十
二
年
又
加
榊
し
て
四
千
石

〈内
千
石
川
県
力
知
〉
と
な
っ
た
。

十
四
年
十
二
且
什
七

日
自
宅
に
於
い
て
御
潟
廻
三
百
石
畑
蹴
三
左
衛
門
と

口
論
し
て
似
を
受
け
、
二
人
共
に
法
泌
を
命
ぜ
ら

れ
、
冗
ー
文
元
年
六
且
十
八
日
X
共
に
知
行
を
放
せ
ら

れ
た
。
但
L
定
政
に
は

mm一
泊
十
人
扶
持
を
似
ひ
、
そ

の
息
内
附
定
自
に
新
知
を
授
け
ら
れ
た
。

ξ
タ
ム
ラ
サ
ダ
マ
サ
三
田
村
定
畠

迦
冊
刷
新
次

郎
・左
京
・内
陀
。
段
物
学
磁
の
子
。
元
文
元
年
新
知

三
千
石
を
受
け
、
二
年
千
石
を
加
へ

、
延
苧
三
年
定

火山刷
、
犯
延
二
年
小
松
御
城
殺
、
安
永
六
年
寺
祉
郡
中

行
に
任
じ
、
先
政
三
年
一
泊
且
十
四
日
六
十
六
銭
を
以

て
閉
山
。
後
子
孫
柑
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

主
タ
ユ
・
ワ
ジ
ロ
ウ
三
田
勇
次
罰
則
』
7
カ
ヱ
ユ

ウ
ジ
ロ

ウ

赤
給
羽
衣
郎
。

ξ
タ
ラ
シ
ガ
ハ

御
手
洗
川

江
川
引
綿
加
茂
に
在

る
。
江
泊
志
一
組
に
、『
今
加
茂
村
鋲
守
即
ち
到
茂
明
品
川

な・り。

日
御
手
洗
川
あ
り
。
水
源
は
御
手
洗
川
中
よ

1¥ 

一.届.，、

五
百
品

・
主
阪
選
君
安
田
博
包
が
あ
り
、
天
平
貸
出
ザ
拡

年
紀
に
加
賀
郡
少
割
問
諮
君
肪
石
が
あ
り
、
仁
和
元
年

記
に
加
れ
制
大
野
郡
の
人
道
今
市
が
あ
る
如
き
は
、

問
よ
り
加
賀
に
於
け
る
犯
者
の
族
人
で
あ
る
。
併
し

欽
明
三
十
年
紀
に
滋
君
梨
あ
り
、
天
智
七
年
紀
に
道

君
伊
緑
都
民
あ
っ
て
路
選
集
子
を
生
み
、
文
武
四
年

紀
に
遊
君
首
名
あ
っ
て
律
令
の
抽
出
定
に
典
。
、
間同泊

元
年
記
に
遊
君
閉
山
弓
が
口
献
し
て
従
五
枇
下
を
授
け

た
如
き
を
、
附
人
容
げ
て
加
到
に
援
引
せ
ん
と
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
民
は
何
れ
の
治
活
で
あ
る
か
を
知

。
得
る
管
が
な
い
。

Z
チ
ノ
キ
Z
カ
ツ
イ
シ
道
公
勝
右

一
作
仁
天
主

天
平
賀
字
四
年
二
月
三
日
、
越
前
の
附
加
釘
部
の
少

領
で
あ
っ
た
道
公
勝
石
は
、
私
抑
制
六
回
東
を
出
期
し

た
こ
と
が
巡
勅
で
あ
る
慌
を
以
て
、
そ
の
利

m一=出

来
を
波
牧
せ
ら
れ
た
。
六
泌
烈
に
約
す
る
三
泌
烈
の

息
刺
は
牢
伯
に
泊
る
も
の
で
、
和
銅
四
年
十
一
月
引

二
日
の
勅
に
よ
れ
ば
、『
私
稲
を

m慰
す
る
も
の
は
自

今
以
後
牢
仰
を
池
ぐ
る
を
得
ざ
れ
』
と
い
ひ
、
相官老

四
年
の
太
政
官
葵
に
は
、『
比
来

m
m多
〈
訟
に
伏
ら

ず
。
務
じ
時
に
臨
み
俄
然
し
て
伯
ふ
べ
き
約
な
け
れ

ば
、
そ
の
子
艇
を
し
て
名
を
お
へ
て

R
mせ
し
む
。

此
の
好
討
に
依
り
て
利
を
取
る
こ
と
本
に
治
ゲ
、
杭

習
俗
を
協
す
は
涼
〈
道
迎
に
非
ず
。
製
み
前
ふ
ら
く

は
、
そ
の
稲
多
年
を
終
と
も
向
学
的
に
池
ぎ
ざ
ら
ん

こ
と
を
。
』
と
あ
る
か
ら
、
若
し
此
町
市
の
制
定
に
効
力

が
あ
っ
た
な
ら
、
勝
石
の
出
期
し
た
利
部
も
泊
訟
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
牢
仰
は
航
る
日
刺
に
失

す
る
の
で
、
六
年
間
凶
刃
に
は
公
私
の
出
掛
に
利
を

取
る
こ
と
を
十
分
の
三
に
限
定
し
た
が
、
此
の
訟
は

容
易
に
行
は
れ
な
か
っ
た
と
見
え
、
天
平
六
年
活
用

の
太
政
宮
葵
に
、『
臥
民
競
ひ
て
釘
し
、
町
民
徴
せ
ら
る

る
に
宝
り
て
椛
〈
附
ふ
る
こ
と
能
は
ず
、
資
材
向
に


